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学び続けるということ 

Monthly 所長コラム 教育センター学びの丘  所長  鈴木 晴久 

 

新しい時代に求められる資質・能力 

 

近年、AI 、IoT 等の発達やグロー

バル化の進展等によって、社会の進

歩や発展が加速し、また、多様化し

ているため、将来の予測が困難とな

っています。 

こうした状況に対応するため、

新学習指導要領では、子供たちが未

来の創り手となるために必要とさ

れる資質・能力を確実に育むことの

できる学校教育の実現に向けた基

本方針が示されました。そのポイン

トとして、新しい時代に求められる

資質・能力とは何かを社会と共有

し、連携する「社会に開かれた教育

課程」の重視、知識の理解の質を高

め、資質・能力を育む「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善の推進、学習効果の最大化を

図るカリキュラム・マネジメントの

確立等が示されています。 

こうしたことに対応するため

に、教員の資質・能力の向上が不可

欠であり、教員一人一人が学習指導

はもとより、生徒指導や学級経営

等、様々な面においてスキルアップ

を図ることが求められています。 

そのためにはまず、現代の教育

を取り巻く状況について自分で考

えてみることです。発達する AI や

IoT がどういう影響を与えている

のか実感できているでしょうか。こ

うしたことを実感もせず、闇雲に情

報に踊らされていないでしょうか。

それではますます不安を大きくさ

せるだけだと思います。 

どんなことでもいい、現代の状

況に興味をもってみましょう。自分

で興味をもち、自分で調べて自分で

納得いくまで考える。それが学び続

けるということであり、そうするこ

とで自ずから自分がしなければな

らないことが見えてくる、と思いま

す。 

教育センター学びの丘は、そう

いう学び続ける教員の皆さんのた

めに、これからもさまざまな材料や

方法を提案していきます。 

「過去から学び、今日のために生

き、未来に対して希望をもつ。大切

なことは、何も疑問をもたない状態

に陥らないことである。」（アルベ

ルト・アインシュタイン） 

学校を活性化する要
かなめ

として期待される中堅教職員 

近年、経験豊富なベテラン教員の

大量退職と、それに伴う若手教員の

大量採用が続いています。これによ

り、学校では世代交代が急速に進

み、ベテランの有していた知識や技

能などを中堅や若手へ伝達・継承す

ることが困難となっている状況が

見られます。 

本県ではこれまでも、積極的に学

校運営に参画し、ベテランと若手を

つなぐ中堅教職員の育成をめざし

た 10 年経験者研修を行ってきまし

た。平成 30 年度からは、その体系

と「教員としての資質の向上に関す

る指標」を踏まえた「中堅教諭等資

質向上研修」等に名称を変更して実

施します。２年次教員や中堅養護教

諭、中堅栄養関係教職員とのクロス

セッション（合同による協議等）の

方法も取り入れ、自身の教育実践の

振り返りや成長の実感とともに、次

のキャリア段階への目標設定につ

なげます。 

この研修を通して、これからの和

歌山の教育を支える中堅教職員に

は、自身の資質・能力の向上を図る

とともに、同僚性・協働性を基盤と

した、しなやかで創造的な「チーム

としての学校」づくりの取組が期待

されています。 

 

「指標」、「校内での指標活用例」等は、学

びの丘 Web ページからご覧いただけます。 

校内研修等で、ぜひご活用ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの指導改善サイクルで学力向上をめざします 

学校現場で役立つ支援 Ｅサポート及び動画研修パッケージ  

情 

報を共有 

今年度は、教員一人一人が「学力

向上プログラム」をもとに、年間計

画を確認しながら課題改善に向け、

実践をしていただきました。平成

30 年度も、このプログラムに沿い、

取組を継続していきましょう。 

 指導改善サイクル１は、全国学

力・学習状況調査を自校採点・分析

するところから始まります。来年度

も学びの丘ではサンプル分析を行

い、各校が早期に課題に対応できる

よう、分析結果の概要や指導のポイ

ント資料を提供します。また、7 月

と 9 月には、各校での課題の改善

状況を確認するための評価問題を

配信します。 

指導改善サイクル２は、10 月に

県学習到達度調査を実施し、これま

での取組の結果を把握するために

自校採点・分析をするところから始

まります。12 月には、学びの丘か

ら、県到達度調査の分析結果と指導

のポイントを提供します。２月には

評価テストを行い、これまでの取組

の成果や課題を確認します。 

この２つのサイクルを効果的に

進めていくためには、国語や理科の

授業事例集（DVD）やマスター問題

集、チャレンジ確認シートなどを活

用し、日々の学習活動の充実を図る

ことが大切です。 

２つの指導改善サイクルで学力

向上をめざして、学校、市町村教育

委員会、県教育委員会が一体となり

取り組んでいきたいと考えていま

す。 

 

 

 

学びの丘 Ｅサポート ア（学びサポート） 

学びの丘では、学びサポートとして、各学校における各

教科・領域等の授業づくり、校内研修等に関する支援を行

っています。右のグラフは、今年度実施した教科・領域別

の内訳です。 

今年度も「国語」に関わる依頼が最も多く、続いて「算

数・数学」、「理科」となっています。また、「外国語・英

語」、「道徳」に関する依頼が増えており、新学習指導要領

実施に向けて、各学校からのニーズが高まっていることが

分かります。来年度もぜひ、ご活用ください。 

動画研修パッケージ 

教育に関する最新の情報を得る機会、個人

のスキルアップ、校内研修の一環として活用

できるよう、大学教授等による講義ビデオを

動画研修パッケージとして編集し、Web ペー

ジに掲載しています。新学習指導要領のキー

となるポイントや学力向上について等、学校

現場ですぐに役立つ情報を、お持ちのスマー

トフォンやタブレット、パソコンで、得るこ

とができます。利用には、各学校に配布して

いるきのくに e ラーニングシステムのＩＤと

パスワードが必要です。 

 

平成 29 年度動画研修パッケージ コンテンツ 

29-1 中堅教員の資質の向上とは 
帝京科学大学  

教授 釼持 勉 氏 

29-2 コーチングについて 
常葉大学 教職大学院  
准教授 久米 昭洋 氏 

29-3 
主体的・対話的で深い学びの実現 
～ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞとｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ～ 

國學院大學  
教授 田村 学 氏 

29-4 
小学校における外国語活動及び外国語科
の充実について 

文部科学省  

教科調査官 直山 木綿子 氏 

29-5 道徳科の全面実施を迎えて①② 
～「道徳科」の指導と評価～ 

四天王寺大学  
准教授 杉中 康平 氏 29-6 

29-7 子供の学力を高める家庭学習のあり方 
～家庭学習力アンケートを活用した取組を基盤として～ 

早稲田大学 教職大学院  
教授 田中 博之 氏 

※赤字番号のコンテンツについては編集終了後、順次掲載する予定です。 

平成 29 年度に実施した学びサポートの内訳 

198 

いつでも、どこでも、気軽に！
ご利用ください！ 


